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日本産「ヂアプトマス」属の二新餐種と一新種に就きて

小久保清治

DESCRIPTIONS OF A NEW SPECIES AND TWO 

NEW VARIETIES OF DIAPTOMUS OF JAPAN. 

By 

S. KoKUBO, 

一一ー哩開＝－－－

暴 t乙本邦産「ジグロプス」属に闘する論文を畿表せし以来、余は本

邦産「デアプトマス」属に就 3て研究し、新種と看｛故す可きもの一種．

新襲。種と宥倣す可きもの二種を義見せ bO困て突に之を掲げんとすO

研究に使用したる材料は北海道臆振圏支務湖、常陸園霞浦、近江園

琵琶湖、等比於て採集せるものな b。

此研究を矯すに営 bて、恩師藤田先生は懇篤なる指導を輿へら

れたれ謹ぐ設に戚謝の意を表す。

1. Diaptomus denticornis Wierzejski var. yezoen由 n.var. 

雌、糟形は D.denticornis ~＇－酷似す、頭部は後方に於て最も虞〈

第五胸節は稜縁に於て南側に横張し鋭角を露すO前髄部最属部の巾

は前瞳部の長志の三分のーよ bも僅比大なれ腹部第一節は次節よ

bも短し。叉肢は短くして其巾の二倍を越ねず。第一樹角は後方に

屈折する時は又肢に達す。第五胸肢の形は頗る D.denticornisに似た

L其外葉先端の糠は長し。

雄、第五胸節は牽も側方に憤張せられず、只僅に後方に慣がれ

るのみ。第一樹角の左方のものは末端よ b第三の節の前縁に精子様
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の膜を有する事無し、其末節も極めて僅に鈎肢を錯すのみ。第五駒

肢 は D.rn抽恥om.isりもの』taく類＇｛ fLL、右脚外葉の末端の訴は著し

く屈曲せ b。

体 長雌一、ニ粍雄一、0 粍

以上を要するに本種は其形態頗る D.denticornis に酷似せれ其

異まる勲は雌に於ては第五胸節．第一腹節及び第五胸肢等にして．

雄民掛て拡右方第一欄典、決♂勢車胸敬意合。鞠も本暗に於ては、雌

の第五胸節は綾縁に於て著しく両側に突出し鋭角を矯せども D.

denticornisにては斯の如〈著しく突出する事なし、又本種の第一腹節

は闘に示す如〈短小にして第二腹節長さも D.denticornis にては此

の反聖母攻 bc雌の第五胸股外葉末端の練は本種に於ては彼よ bも著

:{., 1＜長し。雄ゆ吉宮第一嫡 ι角 拡 n.den蜘 rnis t乞於ては、末犠よら第三

.~筋の前線，t 硝子嘆の膿を有守れさも、本竜童に較て怯金〈之を鞍き

末簡は彼氏庖し極めて僅かに鏑牒を倉すのみ。雄め君臨宝胸；鞍め者

J脚界藁の，末端よ b第二め節は‘馨し〈内方に突出するも iD.dentioor尚

にてはi斯の：如き事在しO叉其睡長 11峰雄共に D. de叫iootnis l ちも持、

主事。

余は明治四十三年十月九日に鰭振割支務棚に於て多量にネ檀

を採集せ b。
弘 iD.g血 cilis'G. 0.晶rs¥'.fat. minutus :n. ・var. 

雌、枠Iま蜘長 1l:昔

亀僅 2ζ大 J章台む第＼萱駒節Jま稜芳 t亡突由して爾側忙二禍の突起を件

るQ 矯一媛書事P節iま1前2ぢめ爾i担uに一梱づ、、の A、練を有し、第二酸箭 HJ:.

甚詫鍾 ιも英被は短（ .して、護主義主主拡巾め一倍竿~タ。第一樹角 jま後

方に屈折する時は体長よ bも二節巧至三節義し。第五鞠敬怯塞輔の

俊雄拡大；電る搬を有す糞内葉拭聾搾短むα

総種！紘雄、拡詑も吃晶司居細菱電移調査絢都怯稜芳雨鞠it.l号、標
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を一網づ、有！す。右方第一鱒角は中央に於て多4、膨れ末端よ長第三

の節は前線に於て一個の長き椋を？有し、其燃の長誌は按節4の長草寺ζ

等－ l., O第一腹節は右側の綾縁に於て一個の椋を有すO第五胸肢は細

長にして，左右雨脚共に第一基部の．綾維に聴を宥すれども、左脚の

ものは右脚のものに比し℃葺花小な！） 0右脚の第二義節は其肉離に

硝子様の膜を費す右脚の内葉は比較的大本争。外葉末節の嫌は末端

の爪 lζ 近〈存在す左脚iま短くして辛う巴τ右脚の外葉末舗の基部

に建す、左脚の内葉は二箇主長成る。

体長峰一、ー粍吋雄一、ο粍

本種4ま凡ての黙をと於吃良（ D. graciliS: lC階似すれども今其異

在る！鳴を事「れば賓の却し。

(1）本種に於ては、雌の第五駒郡は稜方に突出すれ乞も D.gracilis 

t乙於ては側方に突出す。雄の第五胸節は D.'gracilis と異 1.lb杢〈稜

方に突出する事本し。

（勾本種』と於ては雄の右方第一燭角は、先鵡主事第三の節に於て

前縁 t'C著しき糠を存すtもども、彼に於℃は此の蝶は斯〈著しからず。

(3）雌の第一樹角は被の如〈長からず。

(4）維の第J五絢殻は殺に比して甚陀細長tとして種ゃの黙に於て

彼と異在れ b郎ち本種に於では右脚第二基節め内線住硝、子様の膜

を有すれ cも．彼に於ては脅せず、叉右脚内葉の形を異 tとし外葉の

末節は彼 t乙比し著ゐし〈

存在す。然る t乙彼 tζ 於てはヨ属笥は寧ろ太｛：，ι4じ、株は爪を遠〈離れた

今。左脚i立糞内嚢J披.＇と於 ψIま｛舗控れ共、本轡w，・持て’ iま‘明かに二節

よ b成 れ b。
(5）雌の第五駒肢の拘葉ーは、般に比して事ギ智仁〈短.，J、まれ、

(6）雌の第一腹1節の南側，t在る械は伎の部電饗しーからず。

(7）又肢は彼に比する呼ば醤.f!・短しo’

ミ.. J 

‘ 

..民＂＇ Sa i 
‘－－~：＇,.j>j-:づ会え払必也選￥ム＂＇－＇冶－＇－－－＇＇＂－－－＂＇主 J』」年 会 与ム単一』
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余は明治四十三年九百ー近江閣琵琶湖町於てり採・集せる標本中に

多量民接見するを侍史、b() '; _'. 

3. D. nipponic田.n. sp・J

雌 憧は細長にて中央部記於て最も贋し。前体部の最虞部の巾

は其長 3の三升の叩よ bも健記長し。第五胸節は牽も突出せず、綾縁

は固くしてこ掴の株を有し、其のーは大にし℃背面に返し他は小

にして腹面に近〈存在す。第一腹部は前方南側に細き糠を一個づ、

有し、第二腹節は甚だ短し。又肢の巾は葉長さの二卦のーな b。第一

鯛角は頗る長〈後』方』c 届折する時は、体長よ b も略四節~・け長し。

第五胸肢は基節の背面に一個の著しき蘇を有す。外葉の末節は二個

の糠を有し、其外方のものは内方のもの、三芳のーの長~＇.を有Eす。

F 雄、体は雌よ『bも一層細長本 bo第五胸節は綾縁園くして、雨

側に多〈の縮小なる刺と一個の糠ーとを有し、右側jの糠は左側！の椋よ

bも著し。右方第一鯛角は長くして、末端よ b第三の節は繭縁に於

て一個の著しく長き突出を有し、其の長 3突の三節を合叫したる長 3

4乙等し。第一腹部は少しく膨れ右側の綾織に営 bて一個の糠を有

す。第四腹節は後縁に於で右方に伸長す。第五胸肢は島〈第二基節

の内線に硝子膜様の附麗物あ k右脚の内葉は左脚の内葉よ b、も小

にして外葉末端よ b第二の節を辛うじて越ゆるのみ、右脚外葉の末

節の糠は末節の基部に存在し、末端の瓜とは遺〈離れア2!, ＇左脚の

内葉の長津は外葉の末端よ b第二の節の長さに等しo

体 長 雄 一 、 四 粍 雄 ｝、ニ粍

本種に最も良〈酷似せる形歯2 を有すsるはD.baoilifer及 c:.AD. graci帽

l匂の二種私 ！，0第五胸肢の構造及び腹部の形等よ b見る時はn.bacili-

fer tと類似し、檀の細長怠る事及び第一鯛角の長主事等よ b見る時

は D.gracilis k似たれ共、詳細に駿ずあ時は明記此等と異在れるを

知る、今 D.baciliferと異なる黙を列事ぜんに、”
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(1）本種は於ては、雄の第ー燭角は頗る長〈体長よ bも四節だけ

長さも D.bacilifer k於ては頗る短くして第一腹節を越 bず。

(2）第五胸節は綾縁周〈して D.baciliferの如〈角を錦す事無しO

(3）雌の第五胸肢の内葉は、本種に於ては一節なれcも彼氏於て

はこ節よ b成れ b。

(4）本種に於ては第二腹節は、彼よ bも短〈第三腹節は彼よ bも

長し。

(5）雄の右方第一嫡角の末端よ ab第三の節よ b生ぜる突起は、本

種に於ては長〈して末節の先端氏及ぺ cも彼氏於ては僅に次節を

越ゆるのみ。

(6）雄の第五胸肢は、其内葉の形を彼と異にし又右脚外葉の末節

は彼よ bも細〈其椋も彼よ bは著し〈基部民近〈偏在すO

(7）本種の体長は彼よ bも甚tl小在 bo

次氏 D.gracilisと異なる黙を事「れば、

(1）第五胸節は本種に於ては突出する事なくして園 Sも、彼ーに於

ては著し〈側方に突出せ b。

(2）本種に於ては、雄の第五胸肢の右脚の内葉は彼に比し℃甚だ

.th. ＜、又其外葉末節の椋の位置を異にす。

(3）本種に於ては前体部の最高部の巾は其長3の三砂の－ l b 

大在れどーも‘彼氏於ては之は三好のーよ bも小な b() 

余は本種を明治四十三年六月、常陸閤震浦』乙於て採集せる標本

中に接見せ h。

E玄PLANATION OF PL. I. 

Figs. 1-5. Diap旬musdenticornis Wierz('jski var. yezoensi自・

Fig. 1. Dorsal view of the 会male. x 50. 

2. Fifth foot' of the male. x 158. 

3. Fifth，ゐotof the female；コ＜ 158. 
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4. Five d掛 al同施 d right盆 附 蛸t阻 naof the maゐ． × G.5. 

5. Side view ofぬeabdomeo. x 8仏

Figs. 6-12. D. gracilis G. 0. Sars var. minutus・

6. Dorsal view of the tもmale. x 60. 

7. Si<le view of th治会male". .x 60. 

8. Dorsal view of the male, × 60. 

9. Fifth foot of the male. × 158. 

10. Fifth foot of the female .. × 200. 

11. Three di自taljoints of right first antenna of the m 1le. 

12. Si,de vi(!W of fifth ibぽ acic唖.egmeutof the免租ale・

Figs. 13-18. D. nipponicus. 

13'. Dorsal view of the ゐmale. × 45.

14. Side view of the female. 

15. Dorsal view of the male. 

16. Fifthゐotof the male. 

17. Fi仇hfoot of the 免male.

× 45. 

X 45. 

× 158. 

× 158. 

18. Distal four joi醐 of均M量制 ante阻 aof t加 male,

第一闇股説明

× 153.. 

X 158, 

X 158. 

L 第一置. Diaptomus d'enticotnis Wier宅jeski var. y色zoensis離の背面圃

（五十倍）

第 二回同上雄の第五胸股 （百五十八倍）

第二国同上雌の第五駒肢 （百五十八倍

第 四薗．同上雄の右方第一 樹 角 の 末 端 （六十五桔）

第五国同上雌の腹部側面園 （八十倍）

第六闘. D. gracilis G. 0. Bars v.ar. rninutus雄の背面薗 （六十倍）

第七薗．向上雌の側面 圃 （六十倍）

第八圃．同上雄の背面圏 （六十倍）

第九圃．同上雄の第五胸肢 （百五十八倍）

第十圃．向上維の第五胸肢 （二百倍）

第十一圃．同上雄の右方第一暢魚の末端｛ （百五十八倍）

第 十二圃．向上峰め第五胸骨側宿直 〈百五十A倍）



KOKUBO: A NEW SPECIES AND TWO NEW VARIETIES OF DIAPTMUS. 213 

第十三園．‘ D.nipponicus雌の背面圃 （四十五倍）

第 十 四 国 ． 同上雌の側面圃 （四十五倍）

第十五圃．同上雄の背面圃 （四十五倍）

第十六圃．同上雄の第五胸肢 （百五十八倍）

第十七圃． 同上雌の第五胸肢 （百五十八倍）

第十八圃．同上雄の右方第一鯛角の末端 （百五十入倍〉

~------ －ー．司E司－ -

． 
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